
第１０回議会報告会（広田） 意見交換会での質疑応答
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・子ども議会で、公園を作ってほしいとの話が出ていた。ニーズ調査をして
検討すると答えていたが、具体的にどのようなことをして検討するのか？

・イングランドの丘を市民は完全無料化にしている。学校の遊具の整備。
ショッピングセンターに遊具設置をしている。執行部も徐々に対応してい
る。
・ニーズ調査については、子ども議会の議員は、クラス全員の意見を代
表して言っている。市もその意見を尊重し実現に向け頑張っているが、
作った公園でどれだけ子どもが遊ぶか把握できていないので、ニーズを
把握したいとのこと。

２

・イノシシ等の鳥獣被害がひどい。農作物だけでなく、オープンガーデンの
花壇、夜に車で走行していると遭遇するなど、生活面に影響が及んでい
る。補助制度はあるが、個人で活用が難しい。

・イノシシ等、今年度は倍近く捕獲しているが減ってない状況。全体の生
息数についても把握できていない。ネ冊等の対策をしているが、市全体に
生息地が広がっている。市も対応をしているがうまくいっていない。
・補助制度については、農地等は対象になるが宅地は対象外である。宅
地に被害も出てきているので、現状を市に伝える。

３

・吉備国際大学には、１３億円の補助金を出し、旧志知高校を無償で借して
いる。それだけでもかなりの優遇措置と思うが、入学する人に１人当たり３０
万円の祝い金を出している。市・公的な機関が私立大に補助するのはどう
か。財政が厳しい中、いつまで続けるのか？打ち切ることは考えてないの
か。

・補助金の効果が薄いという議論もあるので、補助金を出した意味、目的
に対して、結果どうだったかという検証をしていく必要がある。
・昨年度も、南あわじ市に住民票を移した学生に補助を実施している。ま
た、補助金の目的としては、定数未満の学生数の底上げという面があ
る。補助する効果としては、市外から市内に移り住んでもらうことで経済
的な効果がある。廃校を利活用してもらい、地域とも交流し鳥獣被害の
対策もしてもらっている。しばらく、補助は継続していくと考えている。



４ ・企業誘致の質問をしていたが、市の回答は検討するだけか？
・他市では、民間の活力・知恵を借りて成果が出れば１００万円の報奨金
を出す取り組みをしているところもある。市の担当課に専門の職員を配
置しては等の質問を過去に数回したが、市の回答は検討するとのこと。

５
・市の保有する遊休地の活用についてどうなっているか。旧緑町時代に買
収した広田の山林・畑が手つかずになっている。

・市内各地に旧学校跡地等がある。ハウス・レモン栽培などし活用してい
るところもあるが、大きい場所だとプロポーザルなどし企業誘致をしたが
うまくいかなかった。今後も活用を促していきたい。広田の遊休地につい
ては、確認する。

６

・市長との懇談会に参加したが、民間の主体性がないと意見をなかなか取
り上げてくれないと感じた。市のビジョンも見えなかった。議員さんに地域の
意見として出ているものについてはフオローをして欲しい。また、市民を納
税者及びお客さんとして扱ってくれるよう議会がリーダーシップを執って欲
しい。また、地域の役員は専従している訳ではないので動きにくいのに、市
役所の手伝いのようになってきている。

ー市民があって行政がある。そして、議会がある。市としては、個々ではな
く地域全体で協議し提案していただいたら取り組みやすい。地域によれ
ば地域コミュニティーが機能している。たくさん要望がある場合は、担当
課で優先順位をつけており、議員もフオローしている。また、市もいろいろ
なアイディアを出してきており、市が段取りしてきたものでも市民を尊重し
て主体的にやれるよう促進しているように感じる。地域の役員について
は、雑用などが多くなってきており検討するところが出てきているように
思われる。

７ ・倭文中学校はあと２年でなくなるが、その後の活用は。
まだ、学校があるなかで決まっていない。場所がいいところなので、いろ
いろな活用の可能性が考えられる。

８
・倭文に衛生センターをつくる提案があるが、振興策の話は聞こえてこな
い。何かあれば教えて欲しい。

・デリケートな問題のため具体的なことは聞いていない。



９

・安住寺は、もうｌｏ年もすれば確実に限界集落になる。イノシシの被害が大
きかったが、シカも見るようになり隣の地区には猿も出るようになった。高
齢者が多いため，被害が出るようになると農業をやめる人もたくさんいる。
獣害対策に対する補助金がほとんどない状態。中山間分で補助金をもらっ
ているが、ほ場整備をしたところは補助がない。ほ場整備をしていない山
間部も被害が及んでいるので対策できない。どうすればいいか。

・市内全域に鳥獣被害が出てきている。湊でも猿の目撃があった。農業
振興で農地を守るため様々な支援をしている。イノシシ・シカは、例年の
倍以上捕獲しているが減らない。被害を減らすには個体を減らすしかな
いが、１５年ほど前に５００人いたハンターが今年度は８０人ほどに減少して
おり高齢化も進んでいる。逆に何かよい知恵があれば教えて欲しい。限
界集落については日本全国で人口が減ってきている。高齢化社会を迎
え子育て・移住・マイホーム取得助成等いろいろな対策をして人口減少
の歯止めをすることが重要な課題である。

１０ ・子ども達が、希望の持てるような提案、明るい材料は。

・地域のコミュニティ、新鮮な食材、温暖な気候である。市や議会も良くな
るよう創意工夫し様々な議論をしている。特に子育てをしやすい、教育水
準を上げるよう力を入れている。高齢者においても、元気活躍等で地域
に貢献してもらう、働く場所の確保などに取り組んでいる。各議員が淡路
島を誇れる島にできるよう活動している。若い世代については、定住対
策・通勤補助など様々な対策をしてるが、働く場所がない、生活できる賃
金をもらえない等の課題があるため、今後改善できるよう危機感を持っ
て取り組みたい。

１１
・市の税金滞納が５億円とあったが、単年か累積か。また、どのような税金
の種類を滞納しているか。

・５億円は累積である。平成３０年度滞納額は、合計７，７６０万円。内訳
は、市民税２，１３０万円、法人市民税１００万円、固定資産税５，１００万
円、軽自動車税４３０万円。

１２
・この報告会では、議員は個人的な意見を言わないのは申し合わせでもあ
るのか。個人の意見を言って議論して欲しい。

・議会報告会は、過去の経緯を踏まえ議会の中で決まったことを報告す
る場で個人的な意見を言わないようにしている。一般質問の問いに関し
ては、個人的な意見を言ってもルール違反にならないと考えている。議
会報告会については、今後あり方について考えていきたい。


